
エチオピア経済月報（2021年7月） 

主な出来事 

 6月のインフレ率は24.5％（前月比0.8％ポイント増）。 

 5日、人民代表議会（当国下院）は、2021/22年度予算として、5,616.7億ブル（前年度比15％

増）を承認。 

 エチオピア投資委員会（EIC）は、2020/21 年度に外国直接投資（FDI）で 39 億米ドル以上を

獲得したと発表。 

 21日、財務省とアフリカ開発銀行（AfDB）は、総額 1億 1,810万米ドルの贈与契約に署名。 

 

1. 経済全般・財政・金融 

 国家統計局（CSA）は、6月のインフレ率は24.5％（前月比0.8％ポイント増）であったと発表した。

（7日、Borkena） 

 5日、人民代表議会（当国下院）は、2021/22年度予算として、5,616.7億ブル（前年度比15％増）を

承認した。（10日、The Reporter） 

 エチオピア商業銀行（CBE）は、2020/21年度に203億ブル以上の純利益を獲得した。（12日、The 

Reporter） 

 23 日、歳入省は、2020/21 年度の歳入は 2,790 億ブル（前年度比 19.6％増）であったと明らかに

した。（23日、The Daily Monitor） 

 23日、貿易・工業省は、2020/21年度に輸出により36.2億米ドルを獲得したと明らかにした。（23

日、The Daily Monitor） 

 財務省は、製造日から3年以内に輸入されたすべての自動車を新車とみなす新たな規則を定め

た。（24日、Fortune） 

 29日、エチオピア政府とスイス政府は、二重課税回避協定に署名した。（29日、The Daily Monitor） 

 

2. 貿易・投資・ビジネス 

 1日、エチオピア・ディアスポラ庁は、2020/21年度11ヶ月間でディアスポラによる30億米ドルの送

金を確保したと発表した。（2日、The Ethiopian Herald） 

 エチオピア縫製産業開発機構（TIDI）は、2020/21年度11ヶ月間で繊維・衣料品輸出によって1億

4,000万米ドル以上を獲得したと発表した。（3日、The Daily Monitor） 

 鉱業・石油省は、2020/21年度の鉱物輸出により6億8,000万米ドル以上（前年度比2億5,900万米

ドル増）を獲得したと明らかにした。（10日、The Daily Monitor） 

 コーヒー・紅茶局は、2020/21年度に計24万8,000トン相当のコーヒー輸出により9億600万米ドル

を獲得したと発表した。（11日、The Daily Monitor） 

 13日、エチオテレコム公社は、2020/21年度の収益が565億ブル（前年度比18.4％増）であったと

発表した。（13日、The Daily Monitor） 

 アディスアベバ市メガプロジェクト局は、経済成長を促進し、市場アクセスを強化するために、中

国政府と協力し、市内に経済特別区（SEZ）を建設する予定であることを明らかにした。（13日、

The Ethiopian Herald） 

 15日、エチオピア商品取引所（ECX）は、2020/21年度に396億ブル相当の商品を取引したと明ら

かにした。（15日、The Daily Monitor） 

 食肉産業開発研究所は、2020/21年度に牛乳及び肉の輸出から8,200万米ドル以上を獲得した

と発表した。（18日、The Ethiopian Herald） 

 都市開発・建設省は、海外の建設業者と国内事業者間での合同事業実施を合法化する新たな

規則を導入した。（18日、Fortune） 



 連邦政府は、財務省に投資インセンティブの承認を一元化することを決定した。（18日、Fortune） 

 17日、スタートアップ・スタジオの1888ECはマスターカード財団と連携し、エチオピア初の観光プ

ラットフォームを立ち上げた。（18日、The Daily Monitor） 

 エチオピア通信庁（ECA）は、Global Partnership for Ethiopiaへの通信事業者ライセンスを発行し

たと発表した。（19日、Capital） 

 20日、駐仏エチオピア大使は、フランス通信大企業のオレンジが現在手続き中のエチオテレコム

公社一部民営化に関し、関心表明（EoI）を提出したと明らかにした。（20日、The Daily Monitor） 

 政府がセメント市場の規制政策を取りやめたわずか1週間後、セメント価格は2週間前の公式価

格の2倍である900ブルに高騰した。（24日、Fortune） 

 エチオピア投資委員会（EIC）は、2020/21年度に外国直接投資（FDI）で39億米ドル以上を獲得し

たと発表した。（31日、The Reporter） 

 エチオピア工業団地（IPDC）は、国内及び海外の投資家に地方工業団地の商業施設建設を呼び

かけた。（31日、The Reporter） 

 

3. エネルギー 

 29日、中国のソーラーパネルメーカーであるGCLグループは、天然ガスを使ったアンモニア製造

プラント及び液体水素製造施設建設を計画していると明らかにした。（29日、The Daily Monitor） 

 

4. 工業・運輸 

 アディスアベバ市運輸局は、市内の車両によって引き起こされる大気汚染対策を目的とした10ヶ

年計画を策定した。（3日、The Reporter） 

 1日、労働・社会問題省（MoLSA）は、革新・技術省（MINT）とともに国家のデジタル労働市場情報

プラットフォームの立ち上げ式を開催した。（3日、The Reporter） 

 アフリカ航空協会（AFRAA）によると、エチオピア航空は2020年の総旅客数及び貨物数において

アフリカで1位を獲得した。（5日、The Daily Monitor） 

 政府は、繰り返し発生するセメント不足に対応するため、2つのセメント工場（ディレダワ、デルバ）

の拡張及びあらたに3つのセメント工場（アベイ、ベレンタ、レミ）を建設することを明らかにした。

（11日、The Ethiopian Herald） 

 工業団地公社（IPDC）は、中国のShang Cheng社のデブレブラハン工業団地入居に合意したと発

表した。（21日、The Daily Monitor） 

 エチオピア海運・物流サービス公社（ESLSE）による規制緩和により、国内の輸入業者は他の海

運会社の利用が可能となり、コロナ禍の輸送不確実性が緩和され、輸入の4分の1を占めている

中国からの輸入が可能となる見込み。（24日、Fortune） 

 アディスアベバ市運輸局は、アディスアベバ市内の交通システム近代化のためにバス高速輸送

システム（BRT）プロジェクトを拡張見込みであると明らかにした。（24日、The Reporter） 

 運輸省は、2020/21年度に物流サービスの改善措置により15億ブル相当を削減したと明らかに

した。（27日、The Daily Monitor） 

 Kilitch Drugs India社は、キリント工業団地内の自社工場において、エチオピアやアフリカ諸国の

ニーズに対応し、セファロスポリン薬剤の製造を開始した。（28日、The Daily Monitor） 

 

5. 各国動向 

 カナダ政府は、エチオピアの幼児の栄養失調への取組を支援するために、240 万米ドルを

UNICEFに供与した。（1日、The Daily Monitor） 

 緑の気候基金（GCF）は、理事会は、6 ヶ国（ガーナ、ギニア、エチオピア、ケニア、ナイジェリア、



チュニジア）での分散型再生可能エネルギープロジェクトに対する商業資本及び現地通貨による

資金調達を可能とすることを目的として、アフリカ開発銀行のレバレッシング・エネルギー・アクセ

ス・ファイナンス・フレームワーク・プログラム（LEAF）への 1億 7,090万米ドルの融資を承認した。

（8日、The Daily Monitor） 

 8 日、アフリカ開発銀行（AfDB）は、エチオピア-ジブチ間の国境を越えた電力貿易の促進及びア

フリカの角地域の連結強化を目的とした計 8,360 万米ドル相当（対エチオピア：6,965 万米ドル、

対ジブチ：1,393万米ドル）の贈与を承認したと発表した。（9日、The Daily Monitor） 

 9日、エチオピア政府とイタリア政府は、小企業及び女性起業家への金融サービス提供を含む雇

用創出を目的として、2 億 5,883 万ブル（約 616 万米ドル）の金融協定に署名した。（9 日、The 

Daily Monitor） 

 14 日、バハルダール市は、日本政府、スウェーデン政府、UN-HABITAT とともに、総額 74 万

5,000 米ドルの「代替及び持続的な都市固形廃棄物管理としてのバハルダール市での福岡方式

の実施」プロジェクトの落成式を行った。（14日、The Daily Monitor） 

 19 日、米国政府は、45 万 3,600 回分のジョンソン・エンド・ジョンソン製 COVID-19 ワクチンを寄

贈したと発表した。（19日、The Daily Monitor） 

 21 日、財務省とアフリカ開発銀行（AfDB）は、総額 1 億 1,810 万米ドルの贈与契約に署名した。

（21日、The Daily Monitor） 

 保健省と延世グローバル・ヘルスセンター（YGHC）は、韓国国際協力団（KOICA）から資金援助

及び支援を受けて、Small, Happy and Prosperous Family in Ethiopia（SHaPE）と呼ばれるプロジェ

クトを開始した。（25日、The Ethiopian Herald） 

 27 日、財務省と日本政府は、総額 270 万米ドル相当の食糧援助を実施する無償資金協力に署

名した。（28日、The Daily Monitor） 

 

6. その他 

 7日、保健省は、エチオピア8都市で主要都市の救急、傷害、救命救急改善プログラム（MEICIP）

の第2フェーズを開始した。（7日、The Daily Monitor） 

 


